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2
0
0
8
年
9
月
、
Ｍ
＆
Ｄ
タ
ワ
ー
に
ソ

ニ
ー
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
が
新
設
さ
れ
、
東
京
医

科
歯
科
大
学
と
ソ
ニ
ー
と
の
医
歯
工
連
携

は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
が
経

過
し
、
様
々
な
共
同
研
究
成
果
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
最
新
の
連
携
状

況
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　

最
初
に
、
ソ
ニ
ー
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ（
写
真

学
研
究
者
の
発
想
と
が
融
合
し
た
姿
で
、

様
々
な
成
果
が
紹
介
、
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
動
く
シ
ス
テ
ム
を
目
の
前
に
し
て

unm
et needs

（
未
だ
満
た
さ
れ
て
い
な

い
医
療
ニ
ー
ズ
）に
応
え
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
、
共
に
考
え
る
場
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
は
報
告
会
や

各
種
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
発

生
発
達
病
態
学
分
野
の
水
谷
修
紀
教
授

（
研
究
監
督
官
）
と
の
月
例
進
捗
報
告
会

1
）
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ラ
ボ
で

は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
研
究
者
と
の

共
同
研
究
の
成
果
と
、
ソ
ニ
ー
の
最
新
技

術
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
オ

ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す（
写

真
2
）。
2
0
0
9
年
12
月
に
第
1
回
目
、

2
0
1
0
年
12
月
に
第
2
回
目
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

ソ
ニ
ー
の
微
細
加
工
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
の
技
術
、
デ
ザ
イ
ン
、
Ｉ
Ｔ（
情
報
技

術
）を
組
み
合
わ
せ
た
モ
ノ
づ
く
り
と
、
大

や
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
のFred A

lt 

教
授

ほ
か
、
世
界
的
に
著
名
な
先
生
方
を
招
い

て
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催

し
て
お
り
、
既
に
12
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

ラ
ボ
に
あ
る
大
会
議
室
で
は
、
先
生
方

の
研
究
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
卒
業
論
文
の

発
表
リ
ハ
ー
サ
ル
も
行
っ
て
お
り
、
ソ
ニ

ー
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
研
究
者
も
一
緒
に
聴
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
医
歯
工
連
携
の
研
究
活

動
を
通
じ
て
、
2
0
0
9
年
度
は
国
際
会

議
2
件
、
国
内
学
会
7
件
、
本
年
度
は
国

際
会
議
7
件
、
国
内
の
学
会
13
件
と
共
同

研
究
の
成
果
も
順
調
に
数
を
増
や
し
て
い

ま
す
。

　

ソ
ニ
ー
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
連
携
図（
図

1
）に
示
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
病
理
部
、

小
児
科
、
難
治
疾
患
研
究
所
、
医
学
部
附

属
病
院
検
査
部
、
歯
周
病
分
野
な
ど
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
の
幅
広
い
分
野
と
緊

密
な
関
係
の
中
で
共
同
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
と
い
う
光
と

電
磁
波
の
間
の
領
域
を
利
用
し
た
病
理
応

用
の
研
究
で
、
欧
州
光
学
国
際
会
議
に
て

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
発
表
は
、『Physics 

in M
edicine and Biology

』誌
に
掲
載

さ
れ
、
論
文
は
ウ
ェ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
も

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
に

お
け
る
凝
固
亢
進
の
起
こ
り
易
さ
を
評
価

す
る
誘
電
分
光
を
利
用
し
た
新
規
な
血
液

凝
固
評
価
法
の
開
発
研
究
も
進
行
し
て
い

ま
す
。
こ
の
成
果
は
、
内
分
泌
・
代
謝
内

科
と
国
際
糖
尿
病
学
会
、
米
国
糖
尿
病
学

会
に
共
同
発
表
し
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ（H

1N
1 pdm

 

2
0
0
9
）が
猛

威
を
振
る
っ
た
2
0
0
9
年
に
は
、
難
治

疾
患
研
究
所
、
医
学
部
附
属
病
院
検
査
部

と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
開
発

中
の
遺
伝
子
検
査
技
術
を
用
い
た
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
会
で
の
成
果
発
表
も
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
、
2
0
1
0
年
10
月
の
国
際
学

会
μ
Ｔ
Ａ
Ｓ
2
0
1
0
で
は
機
器
成
果
、

12
月
の
分
子
生
物
学
会
で
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
検
出
の
成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
精
神
科
と
は
、
う

つ
病
の
睡
眠
脳
波
解
析
、
保
健
衛
生
学
科

と
は
、
て
ん
か
ん
症
例
に
お
け
る
認
知
機

能
の
脳
波
解
析
を
行
い
、
日
本
臨
床
神
経

生
理
学
会
で
発
表
し
て
い
ま
す
。
加
齢
性

黄
斑
変
性
の
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

日
本
眼
科
学
会
に
て
眼
科
と
共
同
発
表
し

ま
し
た
。

　

研
究
の
み
な
ら
ず
教
育
で
も
連
携
を
進

め
て
い
ま
す
。
2
0
0
9
年
10
月
よ
り
、東

京
医
科
歯
科
大
学
と
ソ
ニ
ー
と
の
連
携
大

学
院
を
開
設
し
ま
し
た
。
大
学
院
生
に
は
、

ソ
ニ
ー
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加

し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
ラ
ボ
の
方
で
も

学
位
取
得
を
目
指
す
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

幸
い
に
も
、
既
に
2
人
の
大
学
院
修
了

生
が
ソ
ニ
ー
に
入
社
し
、
ラ
ボ
の
研
究
員

と
し
て
日
夜
、
研
究
開
発
に
従
事
、
活
躍

し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ソ
ニ
ー
オ
ー
プ
ン
ラ

ボ
の
こ
け
ら
落
と
し
か
ら
2
年
ほ
ど
経
ち

ま
し
た
が
、
大
学
と
の
医
歯
工
連
携
が
順

調
に
進
行
、
強
化
さ
れ
て
き
た
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
実
態
の
あ
る
成
果

を
目
指
し
て
、
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
加
速
す
る

医
歯
工
連
携

大
学
院
教
育
と
も
連
携
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画

産 学 連 携 リ ポ ー ト
学

産
歯医

ソニー株式会社
　先端マテリアル研究所

 ライフサイエンス研究部 統括部長

安田章夫

●ソニーオープンラボ
ソニー（ 先端マテリアル研究所ライフサイエ
ンス研究部）と東京医科歯科大学は、2004年
から、学内にオープンラボを設置し、医歯工連
携による共同研究を進めている。2008年には、
M&Dタワーにオープンラボスペースを拡充し
て連携をさらに強化。ライフサイエンス分野
を中心に、ソニーのエレクトロニクス技術を
活用した基礎研究を行っている。

写真2：2009年12月に開催した、第1回オープンハウスの様子。 写真1：ソニーオープンラボのエントランスにて。
左から、筆者、森田理事、大山学長、水谷教授。

図1：ソニーオープンラボの連携図

ソニー
（TMDUオープンラボ）
細胞・血液分析（誘電分光）

先端バイオイメージングﾞ
遺伝子分析

脳波測定・解析

保健衛生

眼科

病理部周産・女性
診療科

内分泌・
代謝内科 小児科

難治研歯周病分野

精神科 医学部附属
病院検査部




